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１．全国の状況 

 2021年度末の信用金庫の個人ローン残高は、前期比 0.4％、980億円増加の 20兆 4,521億円とな

り、コロナ禍による活動自粛などで減少した前期（0.4％減）から再び増加に転じた（図表１）。つ

れて個人ローン比率も前期並みの 25.9％となった。なお、信用金庫の個人ローン残高のうち 85％

が住宅ローン残高であり（2021 年度末）、残高変化の大宗は住宅ローンの推進スタンスによる部分

が大きいと考えられる。 

 次に 2011年度末を起点に 2021年度末の個人ローン残高と貸出金残高の変化状況をみると、2019

年度末までは同水準で推移していた。ただしコロナ禍の直近２年間は、事業性貸出が大きく伸びた

ことから、伸び率の開きが拡大している（図表２）。 

 

（図表１）個人ローン残高の推移      （図表２）個人ローン残高と貸出金残高の変化比較 

 

（備考）1．本稿では、他業態との合併等を考慮しない。 

    2．本稿では、切捨ての関係で合計と内訳が一致しない場合がある。 

    3．図表１から５まで信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 
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ポイント 

 2021 年度末の信用金庫の個人ローン残高は、前期比 0.4％、980 億円増加の 20 兆 4,521 億円と

なり、コロナ禍でマイナスとなった前期（0.4％減）から再び増加に転じた。 

 2011 年度末比の地区別個人ローン残高は、東海、関東、九州北部が２割を超える伸びを示す一

方で、北陸と東京は 10％台の減少となった。 

 信用金庫別の個人ローン比率を 2011 年度末と 2021 年度末で比較すると、①比率上昇が 68金庫

に対し、②比率低下は 186 金庫に達した。 

 2021 年度末の信用金庫別の個人ローン比率は、①20％未満が 59金庫、②20％～30％未満が 110

金庫、③30％～40％未満が 75金庫、④40％以上は 10金庫となった。 

 

 



 

本レポートは、情報提供のみを目的とした上記時点における当研究所の意見です。施策実施等に関する最終決定は、ご自身の判断でな

さるようにお願いします。また、当研究所が信頼できると考える情報源から得た各種データ等に基づいて、この資料は作成されており

ますが、その情報の正確性および完全性について当研究所が保証するものではありません。 

 

２．地区別の状況 

 2021 年度末の地区別の個人ローン残高は、東海、関東、九州北部が 2011 年度末比で２割超の増

加となるなど６地区で増加した（図表３）。また 2021 年度末の地区別の個人ローン比率をみると、

東海が 33.2％となり、関東の 30.6％、九州北部の 30.2％が続く。 

 

 （図表３）地区別の個人ローン残高 

 

 （備考）沖縄県は全国に含む。 

 

３．信用金庫別の状況 

 信用金庫別の個人ローン比率を 2011 年度末と 2021 年度末で比較すると、①比率上昇が 68 金庫

（構成比 26.7％）、②比率低下は 186 金庫（同 73.2％）となった（図表４）。残高ベースでは増加

が 151金庫（同 59.4％）、減少は 103金庫（同 40.5％）となる。 

 次に 2021 年度末の信用金庫別の個人ローン比率は、①20％未満が 59金庫（同 23.2％）、②20％

～30％未満が 110金庫（同 43.3％）、③30％～40％未満が 75金庫（同 29.5％）、④40％以上は 10金

庫（同 3.9％）となった（図表５）。2011年度末の構成比と比べると、20％未満の割合が 13.6％（37

金庫）から 23.2％に上昇し、40％以上は 5.5％（15金庫）から 3.9％にやや低下している。 

 

（図表４）個人ローン比率の変化       （図表５）信用金庫別の個人ローン比率 

     （11・21年度末） 

 

                                       以 上   

（単位：百億円、％）

地　区 00年度末 05年度末 11年度末 20年度末 21年度末

増減額 増減率

北海道 68.2 81.7 69.5 66.0 65.9 △ 3.5 △ 5.1 19.0 3.2

東　北 76.0 79.2 62.1 61.9 61.6 △ 0.4 △ 0.7 23.2 2.2

東　京 391.2 402.0 324.7 298.9 287.5 △37.1 △11.4 18.5 12.5

関　東 384.8 393.7 358.5 431.3 438.2 79.6 22.2 30.6 8.9

北　陸 56.3 56.9 47.8 43.6 42.2 △ 5.6 △11.7 24.2 2.8

東　海 323.3 369.6 412.6 520.9 532.4 119.7 29.0 33.2 15.6

近　畿 382.8 365.1 343.1 393.2 394.9 51.8 15.1 22.9 13.6

中　国 92.3 94.7 84.0 92.2 93.6 9.6 11.4 27.0 4.6

四　国 43.0 45.5 37.1 33.3 33.7 △ 3.4 △ 9.1 28.5 3.3

九州北部 37.6 38.3 35.7 42.5 43.2 7.4 20.8 30.2 3.3

南九州 47.9 48.3 42.8 46.2 46.4 3.5 8.3 27.6 3.5

全　国 1,907.4 1,979.2 1,821.2 2,035.4 2,045.2 223.9 12.2 25.9 8.0
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